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八中みんなの学校輝け！

生徒数657 教職員数47 22



R3.1.18生徒会新聞7,777号突破

三日月知事様よりお手紙 33



R4.2.17 8,000号突破 ゆるキャラ「でっちくん」誕生

44



＜学校教育目標＞

自らを尊び、家族や仲間、地域とつながり、
靭やかに未来を生き抜く生徒の育成

校長経営理念

①個に応じたきめ細やかな指導・支援の徹底

②主体的に活動できる生徒の育成

③コミュニティ・スクール活動の推進と充実

プロジェクト型の校務分掌

①校内研究推進部会

②ＩＣＴ部会

③特別活動部会

＜校訓＞

切 磋 琢 磨

55



プロジェクト❶ 校内研究推進部会

従来からの取組をさらに発展！ 66



プロジェクト❷ ＩＣＴ部会

学びを止めないを合い言葉に先を予測！77



プロジェクト❸ 特別活動部会

生徒の主体性を引き出すしかけづくり！88



⇧
教職員の「やってみよう」を引き出し、

「ヒト・モノ・ジカン」を与え、
「責任は校長がとる」と背中を押す

校内研究推進部会 ＩＣＴ部会 特別活動部会
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１．課題の洗い出し（図式化）

授業改善

多忙感に敗北

現状維持
思考

チャレンジ減少

生徒の
不満・荒れ
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管理職のトップダウン 生徒の声

生徒の声には応えたい！

２．課題解決への問い

モチベーションを上げるには？
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３．取組の構想図と予想された困難

教員の働きがいを再構築

全校授業評価
アンケート Ｇ－ＯＪＴ

不満・荒れ 多忙感

授業改善で生徒が生き生き

❶中学校特有の
教科の壁

❷公開授業回避
❸実践意欲の格差

❶抵抗感を示す教員
❷不真面目な記述
❸生徒からの人気・
不人気の指標

グループ

生徒の声 ×教員の協働
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４．取組の過程（全校授業評価アンケート）

❶生徒による評価に抵抗感を示す教員

❷生徒の不真面目な記述

→人事評価に反映させない。
→生徒の声がモチベーションになることを説明。
⇒ 表立った反対意見なしで合意形成

⇒ 皆無、生徒からの期待を実感

お願いしたいこと1313



４．取組の過程（Ｇ－ＯＪＴ）

❶中学校特有の教科の壁

❷多忙による公開授業回避

奥村 北川梨 冨永 音羽 中島 佐藤 西澤 岡本 小林 加藤 松林 佐田 上田 堀田 青木 藤居 矢嶋 山田 德山 瀬下 藤井 池下 山之内 植田 木下 山本 清水 松山 佐賀野 岡元 長井 小柳 森恒 松川 中村 松本

1 道 オ 13 道 道 3-5 3-6 11 道 道 道 道 3-3 道 3-2 3-1 道 道 12 3-4 道 道 14

2 2-3 1-1 3-6 2-1 2-5 初 3-1 2-2 3-3 15 1-34 2-6 1-5 3-2 1-34 オ 2-4 13 3-4 オ 12

3 14 1-5 13 2-6 2-2 1-2 3-2 2-5 15 3-6 15 オ 1-4 1-3 11 1-6 オ 3-1 3-4 3-3 2-4 12 3-5 2-1

4 3-1 11 オ 1-4 3-3 13 15 2-1 2-4 1-1 1-56 3-4 3-6 1-56 2-2 11 3-5 2-5 1-3 14 2-3

5 2-2 3-4 1-4 3-2 13 相 初 3-6 オ 3-1 11 相 2-34 2-5 1-1 1-6 オ 1-3 15 3-5 2-34 2-6 12 14 1-2 14 相

ＬＬproject

～どんな相手にも伝える

こんな場面で使える～

主体的な学びを通して

ともに高めあえる授業
伝

学んだことをみんなに

表現する力を育てる

グループ

テーマ

内面への

アプローチ

生徒の現状・特性に

合わせた授業づくり

思考力を高めるための

様々な手法の研究

話し合いを中心に

理解を深める授業

お名前

１６

水

大人も子どもも「振り

返り」ができる授業

Ｆ Ｇ Ｈ ＩＥグループ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

⇒ グループで授業を観合う機会の確保

参観可能

→教科横断的なグルーピング。
→指導法でなく、学びの姿に着目。
⇒ 生徒を主語にした研究会の実現
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４．取組の過程（生徒の声 × 教員の協働）

❸人気・不人気の指標となり教員間に溝 ❸教員間の実践意欲の格差

日常的なＯＪＴ
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４．取組の過程（予想を超えた取組の進展）

自主研究発表大会の開催
教員の
自信と
誇り

アウトプット
が

モチベーション

1616



生徒が応える

成長の実感

生徒の
満足・信頼

チャレンジ
精神

５．取組の成果（負のサイクルから正のサイクルへ）

授業改善
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生徒の学校評価アンケート（授業改善）

５．取組の成果（生徒の学校評価アンケートの推移）
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生徒の学校評価アンケート（授業改善）
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生徒の学校評価アンケート（授業改善）先生たちの授業はわかりやすく、私が学力をつけるのに大きく役立っている。

84
8078

69
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５．取組の成果（超過勤務時間の推移）
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八幡中 一人あたりの月平均超過勤務時間の推移
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６．まとめ

主体的に授業改善に取り組むには

モチベーションが必要！

モチベを上げるには？
生徒の声（自分事の課題）

モチベを継続・向上するには？
対話（心理的安全性・成長の実感）
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